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連
　
載

バリトンで歌う別府氏

「仮面舞踏会」のトム役として

「よさこい節」の衣装の別府氏

「ドン ジョンヴァンニ」の衣装の別府氏

―
―
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
の
オ
ペ
ラ
歌
手
を
目
指
し
て
！

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

NEWS

チャレンジする

～挑戦者の履歴書

Someone

第㉚回

別
府 

真
也 

氏
（
声
楽
家
、
藤
原
歌
劇
団
・
正
団
員
）

▼
風
力
か
ら
、
オ
ペ
ラ
に

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
藤

原
歌
劇
団
正
団
員
の
別
府
真

也
氏
で
あ
る
。
彼
と
の
出
会

い
は
、
い
ま
か
ら
22
年
前
に

も
な
る
が
、
千
葉
大
学
の
筆

者
の
研
究
室
に
所
属
す
る
学

生
と
し
て
始
ま
っ
た
。
当
時

は
、
風
力
発
電
の
研
究
も
行

っ
て
お
り
、
風
況
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
や
、
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
同
様
の
研
究
な
ど

に
着
手
し
て
頂
い
た
。
実

は
、
彼
は
修
士
論
文
の
研
究

な
ど
も
行
っ
て
い
た
が
、
現

在
の
職
業
か
ら
し
て
、
ほ
か

の
学
生
と
は
異
な
る
研
究
室

生
活
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

筆
者
か
ら
の
見
方
で
あ
り
、

別
府
君
の
立
場
に
立
て
ば
、

極
め
て
普
通
の
生
き
方
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

今
回
は
、
そ
う
し
た
一
辺

倒
で
な
い
生
き
方
、
別
の
言

い
方
を
す
れ
ば
オ
ル
タ
ナ
テ

ィ
ブ
な
生
き
方
を
紹
介
し
た

い
。
今
回
こ
の
コ
ラ
ム
を
書

く
に
あ
た
っ
て
、
同
君
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
た
。
そ
れ
は
、
筆
者
の

知
ら
な
い
多
く
の
側
面
を
知

る
こ
と
が
出
来
た
。
た
だ

し
、
大
学
院
を
出
て
、
20
年

以
上
が
経
つ
が
こ
の
間
、
無

縁
で
あ
っ
た
と
い
う
訳
で
は

な
く
、
今
回
紹
介
す
る
「
オ

ペ
ラ
」
の
関
わ
り
で
は
、
筆

者
も
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し

を
観
な
い
別
府
君
で
あ
っ
た

が
、
こ
う
し
た
行
動
を
し
て

い
た
と
は
、
つ
ゆ
に
も
知
ら

な
か
っ
た
。

▼
オ
ペ
ラ
の
道
に

風
力
発
電
は
よ
く
風
ま
か

せ
と
揶
揄
さ
れ
る
。
筆
者
の

研
究
室
は
学
生
任
せ
で
あ
っ

た
の
で
、
そ
う
し
た
雰
囲
気

は
、
彼
に
は
都
合
よ
く
、
音

楽
の
勉
強
を
進
め
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
オ
ペ
ラ
へ
の
転

向
は
、
編
入
学
し
て
か
ら
２

年
後
か
ら
は
じ
ま
り
、
研
究

生
の
時
代
に
、
そ
の
準
備
と

し
て
三
浦
先
生
に
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
て
い
た
。

実
は
、
三
浦
先
生
と
の
出

会
い
は
、
住
ま
い
が
近
い
ば

か
り
で
な
く
、
共
通
点
も
あ

っ
た
。
三
浦
先
生
は
、
音
楽

大
学
の
出
身
で
は
な
く
、
明

治
大
学
の
合
唱
部
の
出
身
で

あ
る
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
一

般
大
学
の
出
身
で
あ
る
。
別

府
君
も
最
終
学
歴
は
千
葉
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
了

と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
こ
の

出
身
は
、
オ
ペ
ラ
歌
手
に
お

い
て
は
非
常
に
レ
ア
な
こ
と

で
、
加
え
て
著
名
な
合
唱
部

の
出
身
で
も
な
い
。
レ
ッ
ス

ン
と
自
己
の
研
鑽
に
よ
り
実

力
を
付
け
て
来
た
。
幼
い
頃

か
ら
音
楽
教
育
を
受
け
て
き

た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
オ

ペ
ラ
歌
手
と
し
て
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
、
三
浦
先
生
や
奥

様
に
も
お
世
話
に
な
っ
た
と

い
う
。
例
え
ば
、
ソ
ル
フ
ェ

ー
ジ
ュ
／
音
取
／
読
譜
力
に

は
ピ
ア
ノ
演
奏
は
必
須
な
技

術
で
あ
る
が
、
ピ
ア
ノ
演
奏

も
三
浦
先
生
の
奥
様
か
ら
特

別
に
教
え
て
頂
い
た
と
い
う
。

オ
ペ
ラ
と
い
う
と
声
楽
家

と
し
て
の
印
象
を
持
つ
。
そ

の
道
に
別
府
君
が
進
む
に

は
、
家
族
の
理
解
も
必
要
で

あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、

そ
れ
は
、
実
家
と
離
れ
て
い

る
こ
と
が
継
続
し
て
音
楽
を

進
め
る
切
っ
掛
け
に
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
実
は
、
指
導

し
て
く
だ
さ
っ
た
三
浦
克
次

先
生
と
の
出
会
い
が
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
自
身
も

頑
張
る
自
信
を
得
た
よ
う

だ
。
変
革
を
作
り
出
し
て
く

れ
た

▼
藤
原
歌
劇
団
に
入
団

千
葉
大
学
大
学
院
を
一
年

遅
れ
で
修
了
し
た
別
府
君

は
、
４
月
か
ら
は
藤
原
歌
劇

団
の
養
成
所
に
入
団
し
た
。

入
団
試
験
を
通
り
抜
け
て
の

こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
別
府

君
は
、
進
路
が
決
ま
り
、
修

了
式
で
も
元
気
の
あ
る
様
子

で
あ
っ
た
。
藤
原
歌
劇
団
で

３
年
間
を
過
ご
し
、
三
浦
先

生
と
同
じ
く
、
国
際
ロ
ー
タ

リ
ー
財
団
の
奨
学
生
と
し
て

イ
タ
リ
ア
に
留
学
し
た
。
こ

の
時
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
寺

田
彩
さ
ん
と
い
う
伴
侶
を
得

て
、
二
人
で
イ
タ
リ
ア
留
学

を
果
た
し
た
。
２
０
１
０
年

タ
に
つ
い
て
、

統
計
的
評
価
を

す
る
こ
と
を
行

っ
た
【
註
１
】
。

修
士
論
文
は
、

こ
れ
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
千

葉
県
の
各
地
の

ア
メ
ダ
ス
の
デ

ー
タ
を
連
関

し
、
特
定
の
地

点
で
の
風
況
を

推
定
す
る
手
法

た
り
、
筆
者
の
イ
ベ
ン
ト
で

歌
っ
て
頂
い
た
り
も
し
た
。

そ
れ
で
も
、
当
時
も
今
日
ま

で
に
お
い
て
も
元
学
生
の
個

人
の
生
き
方
に
、
研
究
室
の

教
師
も
知
ら
な
い
側
面
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
成
長
の
証
し
で
あ

り
、
嬉
し
く
も
楽
し
く
も
、

さ
ら
に
は
誇
ら
し
く
も
思
う

の
で
あ
る
。

▼
風
力
で
修
士
論
文
を

別
府
真
也
君
は
、
当
時
、

学
生
と
し
て
風
力
発
電
の
先

進
地
で
あ
る
千
葉
県
銚
子
の

風
力
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
当
時
、
千
葉
県
立

銚
子
高
校
に
務
め
る
平
塚
四

郎
先
生
（
そ
の
後
故
人
）
の

紹
介
で
、
筆
者
も
銚
子
の

方
々
と
知
り
合
い
に
な
っ

た
。
銚
子
電
鉄
の
向
後
氏
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
戸
谷
氏
ほ
か
で
あ

る
。
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て

の
平
塚
先
生
は
進
路
指
導
の

先
生
だ
っ
た
が
、
定
年
ま
ぢ

か
の
自
身
が
千
葉
大
学
に
編

入
学
し
、
高
校
の
生
徒
を

次
々
と
送
り
込
ん
だ
。
つ
ら

れ
て
在
職
中
の
向
後
氏
も
社

会
人
学
生
と
し
て
入
学
し

た
。
そ
ん
な
関
わ
り
で
、
銚

子
市
政
70
周
年
を
記
念
し

て
、
筆
者
の
企
画
し
た
「
ウ

ェ
ル
カ
ム
ゲ
ー
ト
」（
マ
イ

ク
ロ
風
車
10
基
、
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
で
電
飾
す
る
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
）
を
，
Ｊ
Ｒ
銚
子
駅

前
に
設
置
す
る
こ
と
が
出
来

た
。ま

た
、
風
力
発
電
の
関
わ

り
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｔ
Ｖ
の

番
組
「
昼
ブ
ラ
」
で
、
千
葉

県
に
所
縁
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を

風
車
の
電
気
で
茹
で
る
と
い

う
設
定
の
放
送
を
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
研
究
室
の
学
生

の
多
く
が
現
地
に
行
き
応
援

し
た
。
別
府
君
の
研
究
テ
ー

マ
も
こ
れ
に
関
係
し
、
風
車

を
設
置
す
る
時
の
風
況
デ
ー

に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
こ
の

コ
ラ
ム
で
も
紹
介
さ
れ
る

が
、
音
楽
を
や
っ
て
お
り
、

実
験
な
ど
で
は
な
く
Ｐ
Ｃ
相

手
で
研
究
す
る
対
象
と
な
っ

た
。
つ
ま
り
は
、
あ
る
地
点

の
風
況
を
統
計
す
る
手
法
に

つ
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
で

あ
る
。

こ
う
し
た
風
力
発
電
の
研

究
は
、
さ
て
お
き
同
君
が
一

番
注
力
し
た
の
は
、
音
楽
で

あ
っ
た
（
と
い
う
）。
そ
の

い
き
さ
つ
に
つ
い
て
述
べ
よ

う
。

▼
北
九
州
か
ら
、
千
葉
に

同
君
は
１
９
７
７
年
10
月

に
北
九
州
市
小
倉
で
寺
院
の

息
子
と
し
て
生
ま
れ
た 

そ

の
後
、
北
九
州
高
専
の
制
御

情
報
工
学
科
に
入
学
し
た
。

専
門
以
外
で
は
弓
道
に
親
し

み
西
日
本
大
会
で
同
校
は
優

勝
し
た
と
い
い
、
そ
の
結
果

に
別
府
君
も
貢
献
し
た
と
い

う
。 

弓
道
で
優
勝
と
い
う

ト
ッ
プ
を
究
め
た
の
で
、
別

の
こ
と
を
や
り
た
く
な
っ
た

そ
う
で
、
同
級
生
の
姿
を
見

て
ポ
ッ
プ
ス
に
関
心
を
も
っ

た
と
い
う
。
当
時
は
、
井
上

陽
水
ほ
か
の
時
代
で
ギ
タ
ー

を
弾
い
て
い
た
と
い
う
。
こ

れ
が
呼
び
水
と
な
り
、
卒
業

後
は
音
楽
の
「
勉
強
」
が
し

た
い
と
、
首
都
圏
の
大
学
へ

の
進
学
を
考
え
た
と
言
う
。

千
葉
大
学
は
全
国
の
高
専

か
ら
の
編
入
学
に
門
戸
を
開

い
て
い
た
の
で
、
別
府
君
は

音
楽
を
や
り
た
い
が
ゆ
え

に
、
首
都
圏
に
あ
る
千
葉
大

学
工
学
部
の
編
入
学
受
け
た

と
い
う
。
見
事
に
入
試
に
は

合
格
し
、
す
ぐ
に
目
的
の
音

楽
学
校
に
入
学
、
ダ
ブ
ル
ス

ク
ー
ル
と
し
て
音
楽
の
レ
ッ

ス
ン
を
始
め
た
。
東
京
の
ブ

レ
ス
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

研
究
所
に
所
属
、
初
め
は
ポ

ッ
プ
ス
歌
唱
な
ど
を
学
ん

だ
。
個
人
レ
ッ
ス
ン
を
受
け

た
二
期
会
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
、
小
針
絢
子
先
生
か
ら
、

別
府
君
の
声
質
か
ら
す
る
と

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
方
が
向

い
て
い
る
と
の
指
摘
を
受

け
、
オ
ペ
ラ
へ
の
転
向
を
決

意
し
た
。

そ
の
後
、
さ
ら
な
る
研
鑽

の
た
め
に
、
自
分
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
で
コ
ン
タ

ク
ト
し
た
が
、
一
人
の
先
生

か
ら
面
会
が
許
さ
れ
た
と
い

う
。
三
浦
克
次
先
生
で
、
実

は
千
葉
大
学
の
あ
る
西
千
葉

に
住
ん
で
お
り
、
別
府
君
の

下
宿
と
も
近
か
っ
た
。
ま

た
、
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
の
様

な
生
活
が
始
ま
っ
た
。
実

は
、
こ
う
し
た
二
兎
を
追
う

生
活
で
あ
っ
た
の
で
、
千
葉

大
の
卒
業
は
半
年
遅
れ
た
。

音
楽
の
レ
ッ
ス
ン
を
続
け
る

た
め
に
、
今
度
は
大
学
院
に

進
学
し
よ
う
と
考
え
、
筆
者

の
研
究
室
に
や
っ
て
来
た
の

だ
と
う
。
学
生
の
身
分
を
保

つ
た
め
、
と
り
あ
え
ず
研
究

生
と
な
り
、
１
年
半
後
に
、

大
学
院
に
進
学
し
た
。

実
は
、
千
葉
大
学
に
は
教

育
学
部
の
音
楽
教
師
に
な
る

コ
ー
ス
の
学
生
向
け
に
、
立

派
な
防
音
対
策
が
施
さ
れ
た

音
楽
練
習
ホ
ー
ル
が
あ
る
。

そ
こ
は
別
棟
で
あ
り
、
空
き

時
間
に
は
、
他
学
部
の
学
生

も
出
入
り
し
、
独
唱
や
ら
グ

ル
ー
プ
で
練
習
が
出
来
た
と

い
う
。
こ
う
し
て
、
九
州
か

ら
千
葉
に
来
た
別
府
君
に
と

っ
て
は
、
千
葉
大
学
は
な
か

な
か
い
い
環
境
で
あ
っ
た

し
、「
学
生
」
と
し
て
の
身

分
も
大
事
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
筆
者
と
し
て

は
、
研
究
室
に
は
あ
ま
り
姿

正
団
員
に
な
る
と
、
歌
劇

団
か
ら
の
出
演
の
抜
擢
も
あ

り
こ
れ
ま
で
、
年
間
で
20
回

以
上
の
出
演
が
コ
ロ
ナ
以
前

は
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在

は
、
妻
と
と
も
に
歌
唱
の
レ

ッ
ス
ン
教
室
「
唐
木
田
声
楽

教
室
」
を
開
い
て
い
る
と
い

う
。
夫
婦
で
同
じ
分
野
で
あ

る
の
で
、
助
け
合
っ
て
出
来

る
の
で
、
素
人
な
が
ら
好
都

合
で
は
と
考
え
る
次
第
で
あ

る
。

▼
公
演
会
に
参
加

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時

代
、
あ
る
と
き
別
府
君
か
ら

公
演
の
お
知
ら
せ
が
来
た
。

何
回
か
見
せ
て
頂
い
て
い
る

が
、
２
０
１
７
年
３
月
５
日

は
、
オ
ペ
ラ
「
よ
さ
こ
い

節
」
が
新
国
立
劇
場
中
劇
場

で
開
催
さ
れ
た
。
開
催
二
日

目
の
３
月
５
日
に
別
府
君
が

出
演
し
た
。
写
真
の
知
恵
者

の
歌
京
の
役
で
あ
っ
た
。
東

京
公
演
の
後
は
、
は
り
や
ま

橋
の
高
地
で
も
開
催
さ
れ
た
。

２
０
１
８
年
４
月
29
日
に

は
、
久
我
山
会
館
で
、「
ド

ン 

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」
の
主

役
を
演
じ
た
。
そ
の
時
の　

舞
台
衣
装
で
記
念
撮
影
し
た
。

ま
た
あ
る
時
は
、
昭
和
音

大
の
講
堂
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
あ
っ
た
。
い
つ
も
、
私
は

妻
と
一
緒
に
参
加
し
て
い
る

が
、
そ
の
時
は
九
州
か
ら
来

ら
れ
た
祖
母
達
と
と
も
に
大

成
を
お
祝
い
し
た
。
そ
の

他
、
ほ
か
に
２
回
程
、
オ
ペ

ラ
鑑
賞
を
さ
せ
て
頂
い
た
。

▼
オ
ペ
ラ
歌
手
と
し
て

オ
ペ
ラ
歌
手
は
、
い
わ
ゆ

る
声
楽
家
で
も
あ
る
が
、
両

者
の
違
い
と
し
て
は
、「
オ

ペ
ラ
歌
手
」
は
衣
装
を
着
け

て
メ
イ
ク
し
歌
う
の
だ
と
い

う
。
な
る
ほ
ど
、
歌
劇
の
歌

う
役
者
で
あ
る
。
一
方
、
声

楽
家
は
コ
ン
サ
ー
ト
歌
手
と

し
て
正
装
を
し
て
歌
う
人
で

あ
る
。
オ
ペ
ラ
歌
手
は
、
前

述
の
よ
う
に
イ
タ
リ
ア
や
フ

ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
歌
劇
ば

か
り
で
な
く
、「
よ
さ
こ
い

節
」
や
「
蝶
々
夫
人
」
の
様

に
日
本
の
物
語
も
対
象
に
な

る
。筆

者
は
２
０
２
１
年
10
月

９
日
に
、
現
代
詩
家
、
茨
木

の
り
子
の
詩
の
朗
読
会
に
お

い
て
、
特
別
に
、
映
画
「
グ

レ
イ
テ
ス
ト
シ
ョ
ウ
マ
ン
」

の

挿

入

曲
『Never 

Enou

う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
既

に
行
っ
て
い
る
こ
と
で
は
あ

る
が
、
一
層
精
進
し
て
力
量

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。

【
註
１
】
別
府
真
也
・
佐
藤

建
吉
、
船
橋
市
三
山
の
10
年

間
風
況
デ
ー
タ
の
解
析 

と

評
価
、（
平
成
15
年
、
２
０

０
３
）

https://www.jstage.jst.

go.jp/article/jweasym

po1979/25/0/25_0_193/_

pdf/-char/ja

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】（
公
財
）

日
本
オ
ペ
ラ
振
興
会
オ
ペ
ラ

歌
手
育
成
部
第
27
期
生
修

了
。
２
０
１
０
～
11
年
国
際

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
奨
学
生

と
し
て
渡
伊
。
ミ
ラ
ノ
音
楽

院
に
て
声
楽
、
ア
ル
テ
シ
ェ

ニ
（
舞
台
表
現
法
）
を
学
ぶ

／
第
３
回
横
浜
国
際
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
声
楽
部
門
第
１
位

／
第
29
回
飯
塚
新
人
コ
ン
ク

ー
ル
入
選
／
第
8
回
ペ
ー
ザ

ロ
市
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
第
３

位
／
三
浦
克
次
、
小
針
絢

子
、
Ｃ
・
ヴ
ァ
ン
ニ
ー
ニ
、

Ｇ
・
ロ
ー
ル
ミ
、
Ｌ
・
マ
ル

ツ
ァ
ガ
リ
ア
の
各
氏
に
師
事

／
北
九
州
シ
テ
ィ
オ
ペ
ラ
正

会
員
。
藤
原
歌
劇
団
団
員
。

gh

』
を
別
府
君
に
歌
っ
て

頂
い
た
。
バ
リ
ト
ン
で
の

歌
唱
は
、
通
常
は
女
性
の

歌
声
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ

対
策
へ
の
不
十
分
さ
を
重

ね
て
、「
ま
だ
、
ま
だ
」

と
圧
倒
的
に
訴
え
て
く
れ

た
。オ

ペ
ラ
歌
手
の
神
髄
は
、

多
く
の
演
者
と
と
も
に
ス

ト
ー
リ
ー
を
歌
曲
で
伝
え

る
点
に
あ
る
が
、
た
だ
の

台
詞
と
は
違
っ
て
圧
倒
的

な
迫
力
が
あ
る
。
神
髄
は
、

「
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
」
を
歌

10
月
か
ら
翌
年
の
11
月

ご
ろ
ま
で
で
、
ミ
ラ
ノ

音
楽
院
に
て
声
楽
、
ア

ル
テ
シ
ェ
ニ
（
舞
台
表

現
法
）
を
学
ん
だ
。
イ

タ
リ
ア
の
現
地
で
も
、

コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し

た
。
オ
ペ
ラ
歌
手
と
し

て
、
そ
し
て
舞
台
歌
手

と
し
て
の
自
信
を
得
て

帰
国
し
た
よ
う
だ
。
そ

の
１
年
後
に
は
、
藤
原

歌
劇
団
の
正
団
員
と
な

っ
た
。
２
０
１
３
年
春

の
こ
と
で
あ
っ
た
。




